
第５学年算数科学習指導案 

日時  令和３年１１月１１日 

                              ５校時 

場所   

授業者     

１ 単元について 

（１）単元名 「割合」 

 

（２）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習指導要領との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C （３）割合 

（3）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるように指導す

る。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ァ) ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いることがあるこ

とを理解すること。 

  (ィ) 百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ァ）日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二つの数量の関係と別の

二つの数量との関係との比べ方を考察し，それを日常生活に生かすこと。 

（4）内容の「C変化と関係」の（3）のアの（ィ）については，歩合の表し方についても触れるものとす

る。 

割合，百分率の意味を理解し，それらを用いて，二つの数量の関係と別の数量の関係を比べたり，

比較量や基準量を求めたりすることができる。 

≪知識・理解≫ 

割合を百分率や歩合で表す方法を理解し，割合を求めたり，比較量や基準量を求めたりすること

ができる。 

≪思考・判断・表現≫ 

数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係の比

べ方を考えることができる。また，割合，比較量，基準量の関係に着目し，問題解決の方法を見出

すことができる。 

≪主体的に学習に取り組む態度≫ 

百分率や歩合の良さに気づき，身の回りから割合が使われている場面を見出すなど，割合を生活

や学習に生かそうとする。 



（４）単元構造図と単元間のつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 児童の実態について 

（１）担任の立場から 

本学級の児童は男子  名，女子  名の学級である。算数の学習に対し，なんとか自分の力で答えを

導き出そうと一生懸命問題に向かう児童が多い。既習内容の定着に個人差があり，それによって個人追究

の際に手が止まってしまう子や，全体交流の際に，表現の仕方がわからず、仲間にうまく説明できない児

童が多かった。そこで個人追究時，一度考えわからないと思ったときには，自由に仲間に訊くことができ

る場を設定した。これにより，仲間に訊くことで知識を得て，再度個人追究に入り自分の考えがもてるよ

うになる児童や，仲間と考えを訊き合うことで，少しずつ自分の考えを表現できるようになる児童が出て

きた。 

本単元の学習を始めるにあたり，児童の実態を把握するために，レディネステストを実施した。問題と

結果は次の通りである。 

 

 

【第５学年  

単位量あたりの大きさ】 

・単位量あたりの考え方 

【第６学年 比】 

・比の意味の表し方 

・比の値と等しい比の

意味の求め方 

・比の性質を活用した

問題解決 

【第３～４学年  

倍とかけ算，わり算】 

・比較量を求める乗法 

・何倍かを求める除法 

・基準量を求める除法 

・簡単な場合の割合 

【第５学年 割合】 

・割合，百分率，歩合の意

味の表し方 

・割合，比較量，基準量の

関係と求め方 

・割合の活用 

【第５学年 帯グラフ

と円グラフ】 

・帯グラフと円グラフの

意味と特徴，読み方と

表し方 

・目的に応じたグラフの

選択 

【第４学年  

小数と整数のかけ算，わり算】 

・小数倍 

【第５学年 小数のわり算】 

・小数倍と乗法，除法の関係 



 

大問１の全４問が正しく計算できた児童は，  名 

中 名で全体の１９％であった。大問２で数量関係を 

整理し立式できた児童は  名で，全体の４８％であ 

った。大問３の数直線図が正しくかけた児童は  名 

で，そこから正しく立式できたのは 名で全体の３８ 

％であった。既習内容の定着には，個人差がある。本 

単元では，数量の関係を正しく捉えるためのアイテム 

に数直線図用いて，児童ひとり一人が道筋を立てて考 

えられるようにしていく。 

 

 

 

 

（２）研究主題に関わって 

下に記す  市小学校算数部会の研究主題に関わって，本学級の児童は，見方・考え方を働かせるため

の土台となる基礎学力の差が大きい。事前確認テストの結果からも，確認することができる。個人追究時

に，自分の力で答えを導き出そうと問題に向うが，基礎学力が定着していないため，自分一人では，考え

をまとめることが困難な児童が多い。基礎学力が定着している児童においても，表現するための言葉や伝

えるためのアイテムが身についていないため，考えていることを的確に伝えることができない児童もいる。

つまり，見方・考え方を働かせ，数学的に考える力には，学級全体で課題が見られる。しかし，自分から

仲間と交流し，自分の考えを確認し，新たな考えを取り入れようとする意識はあるため，その意識を生か

すことができるよう，基礎学力の定着や見方・考え方を働かせられるような数学的活動を仕組んでいきた

い。 

 

３ 教材について  

第４学年では，簡単な場合について，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に

割合を用いる場合があることを知るとともに、日常の事象において，二つの数量の関係に着目し，図や式

などを用いて，二つの数量の関係どうしの比べ方を考察することを指導してきた。 

本単元では，割合が小数で表される場合に考察の対象を広げ，ある二つの数量の関係と別の二つの数量

の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることや百分率について理解するとともに，二つの数量の

関係に着目し，図や式などを用いて，二つの数量関係どうしの比べ方を考察し，日常生活に生かす力を伸

ばしていくことをねらいとする。また，割合を用いた比べ方のよさを感じて，学習や生活に生かそうとす

る態度とともに，考察の方法や結果を批判的に振り返り，よりよく問題解決する態度を養うことも大切で

ある。 

 本時では，「割引されたときの比較量の求め方を考え説明する活動を通して，割引されたときも，割合，

比較量，基準量の関係に着目し，数直線図を使って立式すれば比較量を求められること気づき，そこから

比較量を求めることができる」ということがねらいである。また，本時で学んだことは，第８時の，割増

や割引した比較量の割合を求め，基準量を求めることにもつながっていくため，本時では「割引された比

較量の割合」を丁寧に扱う必要がある。 

 



 

４ 下呂市小学校算数部会の研究主題に関わって 

 

 

 

   

 

 

 

 

研究内容（１）について 

 

 

研究内容（１）について 

本単元では，児童がアイテムを選び，それを利用して考えづくりを行う。数量の関係に着目して捉

え，根拠を基にして筋道を立てて考えるために，単元を通して数直線図などを利用していく。 

まず，導入で本時の見通しをもたせる場を位置づける。導入の段階で「分かっていること・聞かれて

いること・前時までとのちがい」を確認し，考え方・使えるアイテムを全体で交流することで，見方・

考え方を働かせ，課題達成までの見通しをもって授業に取り組むことを目指す。 

さらに，その見方・考え方を確かなものにするため，個人追究において，仲間に自分から「訊く（分

からないから・確かめたいから・もっと知りたいから）」時間を設定する。訊くことで知識を得て，再度

個人追究を行い，仲間に説明するための自らの考えを確実なものにすることを目指す。 

本時においては，導入の段階で一人ひとりが「分かっていること，聞かれていること」「割合，比べる

量，もとにする量」を問題文に記し，前時までとのちがいを仲間と交流することで，児童ひとり一人が

定価８００円を基準量として数直線図をかくことで，できそうだと見通しをもてるようにする。そし

て，どのように問題解決を行うべきか全体で考えることで，見通しをもって個人追究ができるようにす

る。また，個人追究時にも，自由に訊くことができる場を設けることで，一人ひとりが自分の考えをも

つことができるようにする。 

 

研究内容（２）①について 

１，実態を見届ける 

簡単な場合について，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる

場合があることを理解し，定着しているかを把握するために事前に確認問題を行う。また，数直線図に

二つの数量の関係を正しくかくことができるように，朝学習などを活用し繰り返し取り組む。 

 

２，学習状況を見届ける 

個人追究の際に，「数量の関係」に着目して計算のしかたを考えているか，説明しているかを見届ける

ために，机列表を利用し机間指導を行う。数直線図，式，言葉での説明がかけている児童を把握するとと

もに，２０％引きを計算し，既習内容とつながる考えを利用している児童を把握する。そして、全体交流

では意図的な指名を行う。さらに，習熟の場面での個別の支援にも活用する。 

 

研究主題 「見方・考え方を働かせ，数学的に考える児童を育てる指導の在り方」 

 

研究内容 

（１） 単位時間における数学的な見方・考え方と数学的に考える児童を育てる数学的活動の明確化 

（２） 数学的に考える児童を見届ける視点を明らかにした指導改善 

①３つの見届け（実態を見届ける・学習状況を見届ける・定着状況を見届ける）の目的と方途の 

明確化 

②数学的に考える児童を見届ける終末の授業改善 



３，定着状況を見届ける 

「数量の関係」に着目して計算できたか見届けるため，評価問題では数直線図をかいてそこに矢印を

書き込み，立式させるようにする。そして、答え合わせの場で根拠として説明できるようにする。さら

に，ノートの記述を確実にすることで教師が見届ける。 

 

②について 

本単元では，「数量の関係」に着目して考えるためのアイテムに，数直線図が挙げられる。立式の根拠

となるように，数直線図には，数量の関係を矢印で書き込むようにするとともに，説明する際には，数

直線図を利用して説明ができるようにする。また、評価問題では、必ず数直線図をかくように指導す

る。そのことにより、本時のねらいである「基準量と割合の関係から比較量が求められているか」を確

認し，評価に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）指導計画と評価規準 
学習活動の見方 
① 問題と課題化への意識 ②課題 ③個人追究～仲間学び ④まとめ ⑤評価問題 

 

小単元 １．割合と百分率（教科書 p.154～160） 

時 １・２ ３ ４ 

ねらい 
２つの数量の関係どうしを比べる活動を通

して，既習の「割合は，比較量を基準量で

わって表された商」に帰着して考えればよ

いことに気づき，割合を小数で求めること

ができる。 

小数で表された割合と，百分率で表された

割合を比較する活動を通して，小数で表さ

れた割合の１００倍が百分率で表された割

合であることに気づき，割合を百分率で表

すことができる。 

数直線図をかき，立式して割合を求める活

動を通して，比べる量がもとにする量より

大きい時，割合は１よりも大きくなること

に気づき，割合が１より大きい場合に，そ

の割合を百分率で表すことができる。 

主
な
学
習
活
動 

①右の表は A，B，C，Dの４チームが

これまでに試合をした数と勝った数

を表したものです。この時点での，

成績の良い順を調べましょう。 

 

 

○A と B を比べる。 

そちらも試合した数を１とする

と，勝った数は０．５倍で同

じ。 

○C と D を比べる。 

②どうすれば比べられるだろう。 

・数直線図をかく。 

・試合した数を１とする。 

③ 

 

 ７÷１０＝０．７ 

 

 

 

９÷１２＝０．７５ 

D のほうが成績が良い。 

④もとにする量を１とみて，数

直線図を使うと，割合を求める

ことができる。 

○割合は，もとにする量を１とみ

たとき，比べる量がどれにあた

るかを表した数。 

 

 

 

○割合＝比べる量÷もとにする量 
問題に戻りそれぞれ確認する（色分け） 

 

答え D，C，A，B（Aと Bは同じ） 

⑤しょうさんとわかなさんが，バスケットボー

ルのシュート練習をしました。しょうさんは１５

回投げて６回入りました。わかなさんは２０回投

げて９回入りました。それぞれのシュートが入っ

た割合を比べましょう。 

①こうじさんが入っているサッ

カーチームの人数は２０人で，

そのうち７人が５年生です。５

年生の人数は，チーム全体の人

数のどれだけの割合ですか。 

○サッカーチームの人数と５年生

の人数を比べる。 

③ 

 

 

サッカーチームの人数を１とす

る。 

７÷２０＝０．３５ 

答え ０．３５ 

○割合を表す数０．０１を１パー

セントといい，１％と書く。こ

のような割合の表し方を百分率

という。百分率は、もとにする

量を１００としたときの割合の

表し方。割合を表す１は，百分

率で表すと１００％になる。 

 

①５年生の人数の割合０．３５

を百分率で表しましょう。 

・０．３５は，０．０１の３５

倍だから…求められそう。 

②百分率を使って割合を求めら

れるようにしよう。 

③ 

 

 

答え ５年生の人数は，チーム

全体の人数の３５％ 

④百分率で表すと、整数になり

わかりやすい。 

⑤次の小数で表した割合を百分

率で，百分率で表した割合を小

数で表しましょう。 

⑴０．０４ ⑷４８％ 

①定員８５人の車両がありま

す。１２月１日には５１人，２

日には１０２人の人が載ってい

ました。載っていた人の数は，

それぞれ定員の何％ですか。 

○定員の人数と１日，２日の人数

を比べる。 

 

②いろいろな割合を，百分率で

表せるようにしよう。 

・数直線図をかく。 

・定員８５人を１とする。 

・割合＝比べる量÷もとにする

量の式に当てはめる。 

③ 

 

 

 

 

（数直線図を２つに分けてもよ

い） 

 

５１÷８５＝０．６  

答え ６０％ 

１０２÷８５＝１．２ 

       答え １２０％ 

（数直線図，公式どちらをもと

に求めてもよい） 

④比べる量がもとにする量より

大きい時，割合は１００％より

大きくなる。 

 

１２０％は定員よりも多く乗っ

ていることを表す。 

 

⑤次の小数や整数で表した割合

を百分率で，百分率で表した割

合を小数で表しましょう。 

⑴１．６８ ⑷２３８％ 

評価規準 【思考・判断・表現】 

全体と部分の関係に着目し，数量の関係どうしの

比べ方を見出している。 

【知識・技能】 

割合を用いた２つの数量関係どうしの比べ方を理

解している。 

【知識・技能】 

「パーセント（％）」, 「百分

率」の用語とその意味，表し方

を理解し，割合を求め，百分率

で表すことができる。 

【知識・技能】 

割合が１よりも大きくなる場合

について理解し，その割合を求

め，百分率で表すことができ

る。 

考え方 ・割合は，比較量を基準量でわって

表された商 

・もとにする量を１とする 

・もとにする量を１とする 

・割合＝比べる量÷もとにする量 

・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 

・もとにする量を１とする 

・割合＝比べる量÷もとにする量 

・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 
アイテム 数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 

数直線図 

割合，比べる量，もとにする量 

数直線図 

割合，比べる量，もとにする量 



 

小単元 ２．割合の使い方（教科書 p.161～166） 

時 ５ ６ ７ 

ねらい 
比較量の求め方を考える活動を通して，比

較量を求める場合も，割合・比較量・基準

量の関係に着目し，数直線図を使って立式

すれば，比較量＝基準量×割合で求められ

ることに気づき，そこから比較量の求め方

を説明できる。 

基準量の求め方を考える活動を通して，基

準量の場合も，割合，比較量，基準量の関

係に着目し，数直線図を使って立式すれば

よいことに気づき，そこから基準量の求め

方を説明することができる。 

 

主
な
学
習
活
動 

①果汁が２０％ふくまれている

飲み物があります。この飲み物

４５０ｍLには，何ｍLの果汁が

入っていますか。 

○飲み物の量と果汁の量を比べ

る。 

もとにする量…飲み物の量４５０mL 

比べる量…果汁の量 

・比べる量を求めるところがち

がう 

②比べる量は，どのように求め

ればよいだろう。 

・数直線図→矢印→式 

（・「割合＝比べる量÷もとにす

る量」の式に当てはめる） 

③ 

飲み物の量４５０ｍLを１とす

る。 

２０％＝０．２ 

 

 

 

 

４５０mL の２０％は，４５０mL

の０．２倍ということだから 

４５０×０．２＝９０  

答え ９０mL 

 

ことばの式で表すと 

比べる量＝もとにする量×割合 

 

 

 

④比べる量は,もとにする量×割

合で求められる。 

 

⑤ 

鉛筆問題２ 
（数直線図と矢印をかき，答えを
求める。必要に応じて，数直線
図の枠を配る） 

①今年集まったトレーの数は８

４ｋｇでした。これは，先月の

量の１２０％だそうです。先月

の量は何ｋｇですか。 

○今年集まったトレーの数と，先

月集まったトレーの数を比べ

る。 

もとにする量…先月集まったト

レーの量 

比べる量…今月集まったトレー

の量８４kg 

 

②もとにする量は，どのように

求めればよいだろう。 

・数直線図をかく。 

・先月集まったトレーの量を１

とする。 

・比べる量＝もとにする量×割

合の式に当てはめる。 

③ 

先月集まったトレーの量を１と

する。 

１２０％＝１．２ 

 

 

 

□ｋｇの１２０％は８４ｋｇ 

□×１．２＝８４ 

    □＝８４÷１．２ 

     ＝７０    

答え ７０kg 

④もとにする量を□として，比

べる量を求めるかけ算の式で表

すと，求められる。 

 

○もとにする量＝比べる量÷割合 

小数倍のときも使っていた。 
（Ｐ．８２） 

⑤□にあてはまる数を求めまし

ょう。 

⑴ １５kg は□kg の３０％で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

評価規準 【思考・判断・表現】 

割合・比較量・基準量の関係に

着目し，比較量の求め方を考

え，数直線図を使って説明して

いる。 

【思考・判断・表現】 

割合，比較量，基準量の関係に

着目し，基準量の求め方を考

え，説明している。 

 

考え方 ・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 

・もとにする量を１とする 

・割合＝比べる量÷もとにする量 

・もとにする量を１とする 

・比べる量＝もとにする量×割合 

・比べる量がもとにする量より大きい時，

割合は１００％より大きくなる。 

 

アイテム 数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 

数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 

 



 

小単元 ２．割合の使い方 ３．歩合（教科書 p.167） たしかめ問題（教科書168

～169） 

時 ８ ９ １０ 

ねらい 
割引・割増される前の基準量の求め方を考
える活動を通して，割引・割増されたとき
も，割合，比較量，基準量の関係に着目
し，数直線図を使って立式すればよいこと
に気づき，そこから基準量の求め方を説明
することができる。 

小数で表された割合と、歩合で表された割
合を比較する活動を通して，小数で表され
た割合の１０倍が歩合で表された割合であ
ることに気づき，割合を歩合で表すことが
できる。 

基本的な学習内容に習熟し，それを活用す
る。 
割合を百分率で表したり，割合，比較量，
基準量を求めたりすることができる。 

主
な
学
習
活
動 

①定価の４０％引きで買った

ら，９００円でした。この服の

定価はいくらですか。 

○割引されたねだんと，定価を比

べる。 

②割引前のねだんは，どのよう

に求めればよいだろう。 

・９００円より高い。 

・数直線図をかく。 

・定価□円を１とする。 

・もとにする量＝比べる量÷割

合の式に当てはめる。 

 

③ 

 

 

定価□円を１とする。 

□×（１－０．４）＝９００ 

 □×０．６＝９００ 

     □＝９００÷０．６ 

      ＝１５００ 

      答え １５００円 

 

①歯みがき粉が，もとの量の１０％を増

量して売られています。増量後の重さは１

４３g です。もとの量は何 g でしたか。 
③もとの量□ｇを１とする。 

□×（１＋０．１）＝１４３ 

 □×１．１＝１４３÷１．１ 

＝１３０ 

答え １３０ｇ 

④割増や割引は，１に割合をた

したりひいたりして計算する。 

 

⑤定価の２０％引きのぼうしを買っ

たら，２０００円でした。このぼう

しの定価はいくらですか。 

 

①けんたさんが入っているソフ

トボールチームは，２０試合し

て，１２試合勝ちました。勝っ

た試合の割合を求めましょう。 

○全試合数と，勝った試合数を比

べる。 

小数  １２÷２０＝０．６ 

百分率  ６０％ 

 

○割合を表す小数０．１を１割と

表すことがある。このような割

合の表し方を歩合という。 

 

①勝った試合の割合を，歩合で

表しましょう。 

・０．６は，０．１の６倍だか

ら…求められそう。 

 

②いろいろな割合を，歩合で表

せるようにしよう。 

 

③０．６は，０．１の６倍だか

ら、１割の６倍になる。 

答え ６割 

 

④「割」は，基準とする数量を

１０とみている。 

 

⑤ある野球チームは，１５試合

して６試合勝ちました。勝った

試合の割合を歩合で求めましょ

う。 

 

②学んだことを確かめよう。 

 

 

③練習問題に取り組む。 

 

評価規

準 

【思考・判断・表現】 

割合，比較量，基準量の関係に

着目し，問題解決の方法を見出

している。 

【知識・技能】 

割合を歩合で表すことができ

る。 

 

【知識・技能】 

割合を百分率で表したり，割

合，比較量，基準量を求めたり

することができる。 

考え方 ・割合を表す小数０．０１＝１％ 

・割合を表す１＝１００％ 

・もとにする量を１とする 

・比べる量＝もとにする量×割合 

・もとにする量を１とする 

・割合＝比べる量÷もとにする量 

・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 

 

・もとにする量を１とする 

・割合＝比べる量÷もとにする量 

・比べる量がもとにする量より大きい時，

割合は１００％より大きくなる。 

・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 

・比べる量＝もとにする量×割合 

・もとにする量＝比べる量÷割合 

・割合を表す小数０．１＝１割 

アイテム 数直線図 

割合，比べる量，もとにする量 

数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 

数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 



 

小単元 読み取る力をのばそう（教科書 p.170） 

時 １ 

ねらい 
ざまざまな場合の比較量を求め，比較量を比べる活動を通し

て，割合が一定の時，基準量によって値引き額が変化していく

ことに気づき，得な買い物の仕方を説明することができる。 

主
な
学
習
活
動 

 

②どの割引券を使うと得か，考えよう。 

 

①右のそれぞれのドーナツを１つ買うとき，○あと

○いのどちらの割引券を使うほうが得になるか下の

表にねだんを書いて，調べましょう。 

 

③ 

 

 

 

 

○あは、定価によって，ねびき額が変わってくる。 

１００円のドーナツは，○い。 

１５０円のドーナツは，同じ。 

２００円のドーナツは，○あ。 

 

①お店では，ドーナツの他に，９０円のクッキー

と，２５０円のケーキも売っています。それぞれ

○あと○いのどちらの割引券を使うほうが得になりま

すか。 

 

③計算しなくても，表を見るとわかる。 

９０円のクッキーは○いの割引券。 

２５０円のケーキは○あの割引券。 

 

①ゆいさんは，○あと○うの割引券を持って，ドーナ

ツをいくつか買いに行きました。○うの割引券を使

うほうが得になるのは，合計金額がどんなはん囲

のときか考えましょう。 

 

③１００円引きと２０％引きが同額になる場合の

定価を考える。 

２０％引きが１００円になるのは， 

□×０．２＝１００ 

    □＝１００÷０．２ 

     ＝５００（円） 

だから，４００円以上５００円未満のとき。 

 

④定価の変化にともなって，値引き額が変化して

いく。これを使って，上手に買い物をする。 

 

評価規

準 

【思考・判断・表現】 

割合が一定のとき，基準量の変化にともなって比

較量が変化することに着目して買い物の仕方を考

えている。 

考え方 ・割合を表す小数０．０１＝１％ 

割合を表す１＝１００％ 

・もとにする量を１とする 

・比べる量＝もとにする量×割合 

アイテム 数直線図  

割合，比べる量，もとにする量 

 



５ 本時について   ７/１１ 

本時のねらい  割引されたときの比較量の求め方を考え説明する活動を通して，割引されたときも，割合，比較量，基準

量の関係に着目し，数直線図を使って立式すれば比較量を求められることに気づき，そこから比較量を求

めることができる。 

本時の評価規準 割合，比較量，基準量の関係に着目し，問題解決の方法を見出し，比較量を求めることができる。【技】 

本時の展開 

 

学習活動 研究内容との関わり 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
人
学
び 

 

仲
間
学
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る 

 

確
か
め
る 

１ 問題提示（ペア交流） 
定価８００円の色えん筆が，２０％引きのねだんで売られています。色

えん筆のねだんはいくらですか。 

・定価８００円の色えんぴつと，２０％引きされた後のねだんを比べる 

・定価８００円がもとにする量 

・２０％引きされた後のねだんが比べる量  

・ちがいは,割引された後のねだんを求めるところ 

２ 課題提示 
 
 
〇見通し              

・定価８００円を１とする 

・２０％＝０．２       

① 定価の２０％がいくらなのかを   

求め，８００円からひく。      

② 割引された後の割合を求め，割 

引された後のねだんを出す。 

〇アイテム     〇見積り 

・数直線図     ・８００円より安い  

①              
定価８００円を１とする。 

定価の２０％は， 

８００×０．２＝１６０（円） 

１６０円ね引きされるから， 

８００－１６０＝６４０  

答え ６４０円 
３ 課題追究 （一人学び・スクランブル）                          
② 

定価８００円を１とする。 
定価の２０％引きは， 

定価の（１－０．２）倍 

８００×（１－０．２） 

＝８００×０．８ 

＝６４０   答え ６４０円 

 

４ 仲間学び（全体交流） 
・①②は，定価８００円をもとにする数として，数直線図をかき，式をた
てることで、比べる量が求められる。 
・②は，全体から２０％分を引く（１－０．２）と，割引された後の割合
が求められ，今までと同じ方法（比べる量を求めるかけ算の式）で答えが
求められる。 
５ まとめる 
 

 

 
 
６ 評価問題（ｐ１６５ 鉛筆問題６） 
定価１８００円の洋服が３０％引きのねだんで売られています。洋服のね
だんはいくらですか。 
 
数直線図（矢印）を②の方法でかき，答えを求める。（数直線図の枠を配
る） 
１８００×（１－０．３）＝１２６０ 答え １２６０円 
 先生問題 プラス・ワン P２６１ ト ナ 

 

 

 

 

（１） 

導入において，前時と比較すること

で，一人ひとりが，本時使う考え方

やアイテムを意識できるようにす

る。 

 

 

 

  

 

【訊くポイント】ゴールを示す 

1.数直線図 2.矢印 3.式 答え 

 

 

 

 

 

 

（１） 

個人追究において，「訊く」場を設定

することで，全員が説明できるだけ

の自分の考えをもつことができる

ようにする。（わからないところを，

説明できるようにする。） 

 

（２）①２．学習状況を見届ける 

数直線図，式，言葉での説明がかけ

ている児童を把握するとともに，２

０％引きを計算し，「比較量＝基準

量×割合」という既習内容につなが

る考えを利用している児童を把握

する。そして，全体交流では意図的

な指名を行う。 

 

（２）② 

評価問題において，立式前に必ず数

直線図をかかせることで，基準量と

割合の関係から比較量が求められ

るようにする。 

 

（２）①３．定着状況を見届ける 

必ず数直線図に矢印を書き込み，立

式させるようにする。そして，その

記述から「数量の関係」に着目して，

答えを求めているか見届ける。 

 

割引された後のねだんは，どのように求めればよいだろう。 

割引された後のねだんは，割引された後の割合がわかれば，比べる

量を求めるかけ算の式で求められる。 

×０．２ 

×０．２ 

×（１－０．２） 

×（１－０．２） 

 

800 円 

1－0.2 
（80％） （20％） 

0.2 

？円 

？円 

800 円 

（20％） 
0.2 



 


